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第３回日米文化教育会議の最終

コミュニケ

／966犀３月7日Ｃｌ涼）

／９６６年３月。２日から７日まで、東京にお

いて關催さオした第３回日米文化教育会

議は、両国間の相互理解の増進のため

の大学の役割を議躍とした。

本会議は、まず、前２回の会議を、その理想

主義と積穂的な支持に主って成功に導いた３人

の人を一一故ジョン.Ｆ・ケネディ大統領、故池

田勇人総理大臣および前回代表の故岸本英夫薮

授一の死去に深い哀悼の意を表明した。これら

の人々を心から追憶し、その不慮の死に対して、Ｐ

黙とうが捧げられ_た。

日本国文榔大臣の騨会のあいさつに始萱つた

本会毒は、近年日米両匡悶で行宏われてきた文

化交流が伸長し拡大してい港ことを認めた。し

かしながら、これ童での壽会議を違じて、相互

理偉の靖捻のた瞼にきわめて枢要方:要素、すな

わち大学の問題に鱒心を限定したの瞼、今回が
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初めてである。

大学、大学教晨および大学の学生は、政治の

直接的な圧力から独立し、濡題を実質的に分析

する能力を持ち、鱒嘉の指導者を育成教化する

役雲りを拘っている点において、独騨の可態性を

有していろ。世界の希望は、大学の上に大きく

集中されてい愚。日米両国においても、大学は

われわれがそれぞれの歴史と文化を保持し、豊

かにし、新しい世代へ伝えていく仕事を付託し

ている櫟露である。しかしながら大学は、自国

民だけに奉仕するものであってはならず、同時

にそれは、国際的な協力と理鱗へのかぎでもあ

る。大学は、人揮という一つの共同社会におい

て、ひじように大きな共霧の使命を持っている。

人諺の蕊耀と詐荊のために大学の相互連携の能

力を強化するとともに、人譲の行爵様式を誘鑿し相互

震係に影響を与えうるよう大学の巨大左可能性

を賢明に活用し、また、異質の文化を持つんな

か共存共栄する道を探究することに、あらゆる

努力が集中されたければならない。
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゛本会議は、このような責務について大胆かつ

率直に分析を行なった。そして、学界の側にお

いて日米の文化を十分かつ正確に理解すること

を妨げているいくつかの障害、たとえば、大学

の伝統の相違、学問的方法論おｆび学習方法の。

朽違、さらには共同して学術的目的を追及しよ－一一
℃．、

うとするときに、それに制約をカロ'え、色づけを弓

しＶその成就に影響を与え、ときには抑制さえ＿

もする政治的見解の微妙な点において相違のあ

ることを認め、それらについてある程度寄でく

わしくかつ深く討議した○

しかし、大学の責務は、真蕊に奉仕するため

に研究と努力多重ね、その成果を人類全体に提

供.することにあるという点については、つねに

完全に意見は一'致していた｡

本会壽は、深い学術研究が、問題の注意深い

分析に役立ち、討壽を単なる議論や論争以上の

ものにまで高めるものであることを考えｖその

重要性を強訴した。この種の研究はⅥ必ずしも

、
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実際的な問頴の嬢決についての合意に到達する

必要はないが、それにもかかわらず、報互理解

の増進を助長するものである。

このような考え方に立った一般的合意と目的

を
計 もって、本会議は討議題目に注巨し、

Ｉ

それに

を集中した。藷
－－－－●●｡
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教育を通じての相互理解の増進

最初に、重大な見解の相違憲とくに政治問

題、国際問題に関する見解の相違か、相互理

解と大学間の協力にとって障害となっている

Ｉ

ことか認められた。しかし、相互理解への勢

力が要請されているとと西方主びたとえ政治

的見解の相違がある場合でも、大学間の協力

は客観性のある学問を基礎として可能である

ということについて、意(見の一致をみた。両

国における大学の重大な責務の一つは､エリ

客観的・現実的7H1ご考え方を増進することであ

る。

本会議はやフルブライト交換計画お聖びハ

ワイのイースト・ウエスト・センターが、日

米間の文化関係の発展に重要な役割を果して

きたことを認めた。日本側代表は、これらか

●
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日本に利益をもたらしている点にかんがみ、
￣￣￣

日本国収府か将来こjrLらに対して財政的援助

の一端を担う主うになることを希望した。こ
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の主うな両逼共同の援助があれは．これらの
１

活動は末長く継続し発展することになるであ

ろう。アメリカ側代表団は、このような希望

の表明に賛意を表した。

大学教育に関､する両国間の協力

現在、両国間の学問上の協力を行なうに当一一一

Ⅱ

っておち入りやすい欠陥は．それが皮相的な

ものになるということである。その国民のお

かれた地理的な諸事`情への考慮、その国民の

思考方法、歴史的体験など種その国民固有の

見地と基本方策を形成するすべての要因をじ

ゆうぶんに理解しないならば゛外屡の学者が

与えられた素材を正しく評価する能力を発揮

することはむずかしい。

本会議は、この問題についてかなり長く討

議し、現在の交流計画にある種の飼整が必要

であるとの結論に達した。優秀な米国に関す

る日本人専門家と日本に関するアメリカ人専

門家の中核をつねに育成すぺきだとするなら

〃
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ば、それぞれの専門家たちが相手'三1において

深い経験をもちうる主うな措置が講じられな

ければならない。このような措置としてはも

両国の学者が、へ外国でもっと長い期間研究に

従事するとか、たびたび新知識吸収のために

外国を訪問できる主うにすることが考えられ

る。本会議は．一つの例として、とくに語学

お主び地域研究の分野におけるフルプライト

交換計画の奨学期間をより長く･すること、お

主びときには後年その人を再び派遣すること

君

屯必要であることを指摘した。

ゲ
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、両国の大学教員右』二び資料の交流促進・

日本人のアメリカ研究者もアメリカ人の日

一本研究者お宝び両匡'の語学教師に対して海外

口

」

旅行の繊会を増大することの必要性がくりか

えし強誘された。しかし、そ)ｒＬにも左して、

優秀な学究を確保し、相手国での経験を長く、

しかもたびたび槙室せる主うにし、そして相

手Ｅ'の国民と文化に緊密に姦触で髪るように

して、これら研究者、語学教師の婆と量と藍

改善することの重要性か強読された。若い学、

者の外国留学を奨励することについては一般

的に意見の一議をみたが、戦争紅茎って留学

の機会を５はわれた望り年長の世代の学者に

対し、特別の考慮か払われる主う要望された。

黒三回会議は、部二回の会議,において強調

された語学教育の大きな重要性篭再び確認し

た。語学教育の助手としてもつと学生を活用

すること、日本語教育の方法論に篦する研究、

教科書と教材の準備お茎び語学教育政策の策

凸

」
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定に対して、特に注意を払うことが要請され

たｃ

日本の学術文献のぼん訳かその量において

じゅうぶんでないことか再び指摘己れ、ほん

訳のためのクリアリング・ハウスの設立が再

い
り
０
１

び勧告された。それに加えて、本会議は、ぼ

ん訳技術の研究と有能なぼん訳者の研修事･業

の実施を示唆した。左迩ほん訳の出版お上び

配布を改善する重要友方法として、日米双方

の大学出版会の間の協力も要請された。

日米の図書館専門職員は、相手国から来る

図書資料の敬い方について、ともに深刻左困

難に当面している。困難な点はそれぞれで異

っているが、図書館職員の交流計画お主び職

員の研修、図書資斜の選択と収集についての

相互援助か行なわれるならば、、両国の図書館

組織は利益を受けることになろう。このエう

な攝力を推進するためアメリカ図書館協会の

援助か得られるならば富それは歓迎されるで

あろう。

亘笘一･･
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また、アメリカ花際する研究資料て日本中

の学者に役-立つ譜の芹中央のコレクションと

てることの可能性と、アメリカの学者が日本

の資料を容易に利用できるｄＫＤにするための

改善策については、今後さらに検討する必要

かある。さらに、アメリカにお織患日本の図

書資済の収集藍で還るだけ早く拡充する必要

があ馬。いずれの場合にも、マイクロ゜フィ

ルムや被写忙関する近代的な技術について配

－－-－

息すべ であ.ろ。愛
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Ⅳ留学生と相互理解

日米両.国の文化と教育の交流における留学
I

生の役割は明白である。日本に留学するアメ

リカ人学生．アメリカに留学する日本人学生

のいずれを問わず、留学生の相手国におけ患

`経験は、両国にとってきわめて重要なもので

ある。

ｚ二会議は雨一般的`にみて－日米両国間の学

生交換が円滑に行なわれていることに注目し

た。しかしながら、そこにはなお改善の余地

がある｡たとえば、アメリカに日不のカウン

セリングとガイダンスのセンターを＿雷允”

日卒にアメリカのカウンセリングとガイダン

スのセンターを設けることなどによってやカ

ウンセリングの進め方を拡大強化しなければ

ならをい・他国で学びたいと希望する

学生に正しいカウヱセリングを与えられゐ工

うにし、重た～入学逗当者の決定を助ける之．

心気両国の大学について詳細な最新の情薪を

Ｐ



’す

交換するための連絡の道をひらくことが必要

でああ応さらに気オリエンテージョンの事業

は詞留学前.-に自国で受けるオリエンプーンョ

ンが留学先の国に到着した時に受け為ものと

鰭ぴつくような継続性のある事業として行な

われる主う［ならなければならない。きた、
１

－－+－■●●

留学生を家庭に受け入れる事業を、両国に話

いて強力に発展させなければならない。外国

で取得した単位の認定を容易にす患こと。お

よび大学入学の応募手続の基準を設定す患可

能性についても勺注意を払わなければならな

い。なお、日率側代表団は、日正人留学生の

中には、外国における繧昌験と語学力の向上な

らびに専門の学問分野における研究のために

雷学はしているがっ学位の取得は目的として

いない者が少なくないという事実を字，アメロ

カの教育担当者に壷認識してもらいたいと要

｡

望した。

なにエリも、言語上の障壁を打破するため、



〆ｏ

今後いっそうの努力が払われなければならな・

い･日米両国留学生の語学的準備は這学震上

の目的達成のためには不十分な場合が多い。

／９‘２年に開催された第／回会議は誼こ

の問題を指摘し､その解決のために「絶大な

努力」を払う主う要請した。この勧告は國今一一

後．なお十分に実行されなければならない始

のであり、承会議は過両国に対し、これを緊

急の事項として万全の措置を進めるよう要請

した。

留学生交換のもうひとつの障壁は、太平洋

を横断する旅費が比較的高いことである。衣

会議は、留学生の交換を容易にするため、承

認を受けた両国の交換学生の航空運賃を安く
●．、

する可能|生について検討することを勧告した。

最後に、留学生が言語と文化の伝達者とし

て留学先の国で果たす役割を見のかしてはな

ら穴いげ留学生が、勉学というその工釆の目

豹･ヨの

《
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伺

不当に妨げられてはならないことはい
－
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董でもないが､，留学生は爾受入れ大学および

その地域社会に派遣された大i史なのであって、

多くのものを受けとるとともに、与えること

ができあのである。

その他の提案

不会議を通じて覇各代表とオブザーバーに＿

よって壷建設的な活動のための多くの提案が

行なわれた。以下は、その事例であって雨し

かるべき公私の機関によってその検討が進め

られるよう期待するものである。

(/）都市化．太平洋地域史、国際機関、児童

の発達．教育原理、経済発展などの分野に

おける共同研究活動の展開

⑭ユネスコの提唱する国際理擢の目標を達

成するため．大学との協力を一層効果的に

行なう７こめの日米両国の協力

(3)大学の経営と財政援助（税識との関係を

、含む）の問題に関する経験の交換

鰹Ｅｉ米両国の大学･献度における一般教育に

Ｖ
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露する経験と考え方の交換

たとえばヨーロッパ研究楢アジア研究の

主うな日米両国以外の文化の共同研究

アメリカにおける現在の日本研究を検討

し評価するための日不人チームの派遣

渡米前l/と日正人学生に与えられるオリエ

ンテージョン実施計画に＿アメリカの大学

の責任ある者を用いること。とくに‐入学

担当者ならびに留学生助言担当者の利用が

⑤

⑤

(7)

□

勧告される。
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結論

結論として、本会議は、率直衝かつ友好的左

数点の発言で討議たらびに検討その亀のが遥日

米両国の連猛萎深める上に有意義であることを

認めた。同時に、本会議の目的は、構想と計画

を生み出し、かつ今後の活動を荊篭くず屋ことに

あることを認めた。

そこで本会議は、今拶２隼膠.内に米国で涛催

され鳥次回の会議まで⑪間にご】とくにつぎのこ

とを行意ワエう勧告した。

(rf）情報の交挟と学生.・教農の交換に関し、教

育上の共通の問護についての緊密左協力に関

し、お主び人文・社会科学の分野に鱒ける研

究に関して、相互露力の諾計画を評価し、検

討しＬその実施を促進す渦ため、教育文化協

力のたあの日米姉妹委員､会参それぞれに設置

すること。

回両国双方が必要圭認:め馬壌合には、特定の

研究誇選について共.同研究宗行云うため小規

●
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実際的な問頴の解決についての合意に到達する

必要はないが、それにもかかわらず、絹互理罵

の増准を助長するものである。

この主うな考え方に立った一般的合意と目的

ヴ

弓

屯
諄

を
計

もって、本会議は討議題目に注目し、 それに
’
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を集中した。

｡●

で０

テ

●


